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学習指導プラン 

 

中学校美術科第１学年 

題材名 文字のデザイン ～わたしの一文字 

 

内容のまとまり 

〔第 1 学年〕「目的や機能などを考えた表現」 

「Ａ表現」（1）イ(ｲ)、（2）ア(ｱ)(ｲ)、〔共通事項〕（1）アイ 

         「作品や美術文化などの鑑賞」 

「Ｂ鑑賞」（1）ア(ｲ)、〔共通事項〕（1）アイ 

 

１ 本題材で扱う学習指導要領の内容 

 第 1 学年 「Ａ表現」(1) 

 イ 伝える、使うなどの目的や機能を考え、デザインや工芸などに表現する活動を通して、発

想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

(ｲ) 伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容などから主題を生み出し、分かりや

すさと美しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。 

 第 1 学年 「Ａ表現」(2) 

ア 発想や構想をしたことなどを基に、表現する活動を通して、技能に関する次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 

   (ｱ) 材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表すこと。 

(ｲ) 材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら、見通しをもって表すこと。 

 第 1 学年 「Ｂ鑑賞」(1) 

ア 美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

(ｲ) 目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫

などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。 

〔共通事項〕(1)  

 ア 形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 

 イ 造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。 

 

２ 題材の目標 

(1) 「知識及び技能」に関する題材の目標 

  ・文字や文字が意味するものの形や色彩などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴など

を基に、全体のイメージで捉えることを理解する。（〔共通事項〕） 

  ・意図に応じて表現方法を工夫して、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもっ

て表す。（「Ａ表現」(2)） 

(2) 「思考力、判断力、表現力等」に関する題材の目標 

・文字の意味や全体のイメージを基に、伝える相手や場面などから主題を生み出し、分か

りやすさと形や色彩などとの調和を考え、表現の構想を練る。（「Ａ表現」(1)） 

・文字の意味と分かりやすさとの調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現

の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げる。（「Ｂ鑑賞」(1)） 

(3) 「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標 

・美術の創造活動の喜びを味わい、意味と分かりやすさの調和のとれた文字を表現したり

鑑賞したりする学習活動に取り組もうとする。 
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３ 題材の評価規準  

「知識・技能」 「思考・判断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」 

知  文字や文字が意味

するものの形や色彩など

が感情にもたらす効果

や、造形的な特徴などを

基に、全体のイメージで

捉えることを理解してい

る。 

技  意図に応じて表現

方法を工夫して、制作

の順序などを総合的に

考えながら、見通しを

もって表している。 

 

発  文字の意味や全体の

イメージを基に、伝える相

手や場面などから主題を生

み出し、分かりやすさと形

や色彩などとの調和を考

え、表現の構想を練ってい

る。 

鑑  文字の意味と分かり

やすさとの調和のとれた美

しさなどを感じ取り、作者

の心情や表現の意図と工夫

などについて考えるなどし

て、見方や感じ方を広げて

いる。 

態表  美術の創造活動の喜びを味わ

い、文字の意味と分かりやすさ、形

や色彩などとの調和のとれた文字の

デザインについて、伝える相手や場

面を考えて構想を練り、意図に応じ

て工夫し見通しをもって表す表現の

学習活動に取り組もうとしている。 

態鑑  美術の創造活動の喜びを味わ

い、文字の意味と分かりやすさ、形

や色彩などとの調和のとれた美しさ

などを感じ取り、作者の心情や表現

の意図と工夫などについて考えるな

どの見方や感じ方を広げる鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。 

※知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準、技＝「知識・技能」の技能に関する評価規 

準、発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準、鑑＝「思考・判断・表現」

の鑑賞に関する評価規準、態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」に関する

評価規準、態鑑＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準を表す。 

 

４ 指導と評価の計画（全９時間） 

●学習のねらい・学習活動 知･技  思 態 評価方法・留意点等 

１. 鑑賞（１時間） 

 

●広告や新聞等の見出しや本文

の文字に注目し、文字の形や

色彩などの違いによって、ど

のような印象を受けるかにつ

いて考える。 

・新聞の記事や広告等の見出

し、本文の文字に注目し、伝

達のデザインの意図や表現の

工夫などについて形や分かり

やすさなどの視点から感じた

ことや考えたことなどの意見

を述べ合う。 

・私たちの学校について、その

イメージを表す文字の形と色

彩を用いて、１人１台端末を

活用して表現する。その文字

の形と色彩で表した理由を述

べ合う。 
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態鑑  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
知造形的な特徴に着目して、伝達のデザ

インにおける分かりやすさについて理解し

ているかどうかを見取り、できていない生

徒に対して、広告や新聞等の見出しを例

に、文字の形や色彩などが与える効果を具

体的に示しながら指導を行う。【発言の内

容、ワークシート】    
鑑見出しや本文について、文字の形や色彩

などの違いによる表現の意図と工夫などに

ついて考えているかどうかを見取り、見方

や感じ方を広げることができていない生徒

に対して、視点を確認して鑑賞するように

指導を行う。【発言の内容、ワークシート】    
態鑑 伝達のデザインに興味や関心をも

ち、形や色彩などの性質を理解しようとし

たり、調和のとれた美しさを感じ取ろうと

したり、表現の意図や工夫について考えよ

うとしている態度を見取り、できていない

生徒に対して、身近な伝達のデザインを紹

介して、どのような印象をもつか考えるこ

とができるように指導を行う。【活動の様

子、ワークシート】  
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２．発想（１時間） 

 

●発想を広げ、主題を生み出

す。 

・自分が選択した文字につい

て、その文字の意味を調べ

る。 

・選択した文字の意味から連想

するものを、思考ツール（マ

インドマップ）を用いて書き

出す。 

・グループで各自の思考ツール

（マインドマップ）を見せ合

い、ほかにも連想するものに

関して意見を述べ合う。 

 

 

  

 

発 

 

 

 

態表  

 

 

 
 
発文字の意味やその文字から連想するも

のを基に、主題を生み出そうとしているか

どうかを見取り、主題を生み出すことがで

きていない生徒に対して、１人１台端末を

活用して文字について調べるように促すな

どの指導を行う。【ワークシート（マイン

ドマップ）】 
  
態表主題を生み出そうとする態度を見取

り、主体的に活動できていない生徒に対し

て、鑑賞の学習での内容について振り返る

よう促したり、他者の思考ツール（マイン

ドマップ）を参考にして発想を広げるよう

促したりするなどの指導を行う。【活動の

様子】 
 

３．発想、主題設定（１時間） 

 

●発想を前時のものから広げ、

主題を生み出す。 

・前時に選択した文字の意味か

ら連想するものを更に広げ

る。 

・思考ツール（マインドマッ

プ）に表した連想するものを

簡単にイラストで描き表す。 

・文字絵の主題を生み出す。 

・生み出した主題を基に、文字

の点画にその文字の意味やそ

の文字の意味から連想するも

のを組み合わせながら、構想

を練る。 

・主題をグループで紹介し合

い、それぞれの考えを知る。 

  

 

発 
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態表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

態表 

 

 
 
発文字の意味やその文字の意味から連想

するものを基に、主題を生み出そうとして

いるかどうかを見取り、主題を生み出すこ

とができていない生徒に対して、１人１台

端末を活用して文字について調べるように

促すなどの指導を行う。【ワークシート

（マインドマップ）】 
  
態表主題を生み出そうとする態度を見取

り、主体的に活動できていない生徒に対し

て、鑑賞の学習での内容について振り返る

よう促したり、他者の思考ツール（マイン

ドマップ）を参考にして連想するものを広

げてみるよう促したりするなどの指導を行

う。【活動の様子】 
 
発文字の意味やその文字の意味から連想す

るものを基に、主題を生み出そうとしている

かどうかを暫定的に評価する。【ワークシー

ト（マインドマップ）】 

態表主体的に知識を活用しながら、主題を生

み出す学習活動に取り組もうとする態度を評

価する。【活動の様子、ワークシート（マイ

ンドマップ）】 

４．構想、制作（１時間） 

 

●主題を基に、構想を練る。 

・主題を基に、文字の点画にそ

の文字の意味やその文字の意

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

態表  

 

 

 

 
 
発主題を基に、分かりやすさと形や色彩な

どとの調和を考え、表現の構想を練ってい

るかどうかを見取り指導する。構想を練る 
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味から連想するものを組み合

わせながら、構想を練る。 

・思考ツール（マインドマッ

プ）に描いたイラストを基

に、下描きをする。着色を想

定しながら下描きを進める。 

・アイデアスケッチをグループ

で見せ合い、それぞれの考え 

 を知る。 

・アイデアスケッチを清書用紙

に転写し、配色計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

態表  

ことができていない生徒に対して、再度文

字の意味から発想を広げたり、主題を確認

するよう促したりするなどの指導を行う。

【ワークシート（アイデアスケッチ)】 
  
態表主体的に構想を練ろうとする態度を

見取り、できていない生徒に対して、鑑賞

の学習での広告や新聞等の見出しや本文の

文字における伝達のデザインの意図や工夫

などについて振り返るよう促し、発想する

際の参考にできるようにする。【活動の様

子、ワークシート（アイデアスケッチ）】 
 
発主題を基に、分かりやすさと形や色彩な

どとの調和などを考え、表現の構想を練って

いるかどうかを暫定的に評価する。授業外で

主題や構想の工夫などを記述したワークシー

ト等を、完成作品と併せて再度見取り、必要

に応じて修正する。【ワークシート（アイデ

アスケッチ）】 

態表主体的に知識を活用しながら、構想の

学習活動に取り組もうとする態度を評価す

る。【活動の様子、ワークシート（アイデア

スケッチ）】 

５．制作（４時間） 

 

●発想や構想を基に、意図に応

じて表現方法を工夫し、見通

しをもって表す。 

・形や色彩などが感情にもたら

す効果を生かし、意図に応じ

て表現方法を工夫して、見通

しをもって表す。 

・制作の途中に鑑賞を行い、客

観的な視点に立って他者の作

品を見たり自分の意図を説明

したりすることにより、表し

たいものをより一層明確にし

ていくなどしながら作品を完

成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 ･技  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
知･技形や色彩などが感情にもたらす効果

を生かし、意図に応じて表現方法を工夫し

ているかどうかを見取り、できていない生

徒に対して、発想や構想を確認したり、他

者の表現の工夫を参考にしたりするよう促

し、表現方法を考えることができるように

する。【作品】 
  
発設定した主題を基に、表現する構想をま

とめているかどうかを見取り、できていな

い生徒に対して、前時のワークシートを振

り返り、発想や構想に生かすことができる

ようにする。【ワークシート（アイデアス

ケッチ）】 
  
態表主体的に表現方法を創意工夫しようと

したり、見通しをもって表そうとしたりし

ている態度を見取り、できていない生徒に

対して、形や線の太さの違いによる印象の

違いなどに注目するように促すなど、表現

の工夫などに対する意欲を高めるような指

導を行う。【活動の様子、作品、ワークシー

ト（アイデアスケッチ）】 
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※「指導と評価の計画」における記号等の表記は、『「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料 中学校 美術』の p.57 を参照。  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

知･技 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

態表  

 
知･技作品から、意図に応じて表現方法を工夫

して表しているかどうかなどを見取るととも

に、形や色彩などの効果や全体のイメージで捉

えることを理解していることを併せて見取り、

知と技を知･技として一体的に評価する。【作

品、ワークシート（アイデアスケッチ）】 

態表主体的に制作に取り組み、形や色彩な

どの効果や全体のイメージで捉えることを理

解しようとし、意図に応じて工夫して表そう

としている態度を評価する。【活動の様子、

作品、ワークシート（アイデアスケッチ）】 

６．鑑賞（1 時間） 

 

●生徒作品を鑑賞し、伝達のデ

ザインについての見方や感じ

方を広げる。 

・完成した作品を互いに鑑賞

し、作品から感じたことや考

えたことを説明し合い、主題

と表現の関係や、意図と工夫

などについて考え、見方や感

じ方を広げる。 

 

 

知 

 

 

 

 

 

鑑 

 

 

 

 

態鑑  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

態鑑 

 

 
 
知形や色彩などの効果や全体のイメージ

で捉えることについて理解しているかどう

かを見取り、できていない生徒に対して、

具体例を示すなどの指導を行う。【発言の

内容、ワークシート】 
 
  
鑑  態鑑作品の造形的なよさや美しさを感

じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫な

どについて考えることができているかどう

かなどと、取り組む態度とを見取り、でき

ていない生徒に対して、主題から作品を見

つめたり、作者の心情について考えたりす

ることができるように促すなどの指導を行

う。【活動の様子、ワークシート】 
 

 
態鑑主体的に作品を鑑賞し、形や色彩など

の効果や全体のイメージで捉えることを理解

しようとし、造形的なよさや美しさを感じ取

ろうとしたり、作者の心情や表現の意図と工

夫などについて考えようとしたりしている態

度を評価する。【活動の様子】 

〈授業外：題材が終了後〉  

知･技  

 

 

 

 

 

 

 

鑑 

 

 

 

発 

 
 
知･技完成作品や表現及び鑑賞のワークシート

などから知･技の評価を再確認し、必要に応じ

て修正する。【完成作品、ワークシート】 

鑑作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、

作者の心情や表現の意図と工夫などについて

考え、見方や感じ方が広がっているかどうか

をワークシートで見取り評価する。【ワーク

シート】 

発発想や構想について、主題や構想の工夫

などを記述したワークシート等を完成作品と併

せて、再度見取り、必要に応じて修正する。

【完成作品、ワークシート】 
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５ 本時の展開（３／９） 

 (1) 本時の目標 

   文字の意味やその文字の意味から連想するものを広げ、主題を生み出す。 

 (2) 本時の展開  

 学習活動 指導上の留意点 評価規準【評価方法】等 

導

入 

１  前時の学習を振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  本時のめあてをつ

かみ、学習の見通し

をもつ。 

・前時に、選択した文字の意味から

連想するものをどれくらい書き出

すことができたか確認する。 

・参考作品を提示し、それぞれの作

品が文字の意味や成り立ち、熟語

等に関連していることに気付くこ

とができるようにする。 

・前時に作成したマインドマップを

文字絵の制作で生かしていくこと

を確認する。 

・主題を生み出す上で、前時に連想

したもので十分か考えることがで

きるようにする。 

・ほかの人に分かりやすく、楽しく

伝えられる文字絵を制作すること

を確認し、本時のめあてを全体で

共有する。 

 

 

 

・学習計画表を用いて、生徒が学習

の見通しをもつことができるよう

にする。 

 

展

開 

 

 

３  発想を前時のもの

から広げる。 

 ・文字の意味や熟語

から連想するもの 

・「自分にとってその

ように感じる」も

の 

４ 連想するものを基

に 、 主 題 を 生 み 出

す。主題を設定する

際のポイントを確認

する。 

□  マインドマップ

に表した連想する

ものを簡単にイラ

ストで描き表す。 

 

 

 

・選択した文字の意味や熟語から、

更に連想するように伝える。 

・文字の意味に「明るい」や「優し

い」のような形容詞が含まれる場

合、自分にとって「明るく感じる

もの」や「優しく感じるもの」を

連想して考えるよう促す。 

・主題の設定について、教師が選択

した文字を例に、幾つかのモデル

を示す。 

・主題の設定までに、検討や改善を

行きつ戻りつするなど、生徒一人

一人が、それぞれのペースで学習

を進めることができるようにす

る。 

・連想するものをたくさん描き出す

ことができるよう、簡単なイラス

トで描き表すよう促す。 

 

発文字の意味やその文

字の意味から連想するも

のを基に、主題を生み出

しているかどうかを見取

る。【ワークシート（マ

インドマップ）】 

 

態表 主体的に知識を活

用しながら、主題を生み

出そうとする態度を見取

る。【活動の様子】 

 

 

 

 

 

 

めあて：ほかの人に分かりやすく、楽しく伝えられる文字絵の主題を設定しよう。 
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 □ 下描き用紙に文

字を描き写す。 

□  文字絵の主題を

設定する。 

 

 

・文字を描き写す際は、これから文

字の上に図を描き込んだり組み合

わせたりすることができるよう、

輪郭線は薄く描くよう伝える。 

・ワークシートで主題についての考

えを整理するよう促すことで、「文

字の意味からこのようなことを表

したい」と説明できるようにす

る。 

態表主体的に知識を活用

しながら、発想し主題を

生み出す学習活動に取り

組もうとする態度を評価

する。【活動の様子、ワー

クシート（マインドマッ

プ）】 

 ５ 生み出した主題を

基に、文字絵の構想

を練る。  

・主題を基に、文字

の点画にその文字

の意味やその文字

の意味から連想す

るものを組み合わ

せる。 

６  アイデアスケッチ

をグループで見せ合

い、各自が生み出し

た主題と工夫したと

ころを紹介する。 

・文字絵は点画の一部又は全てを図

で表してもよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

・他者の紹介を聞く際は、主題を意

識して聞くよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

７  前時と本時の活動

を振り返る。 

① 主題を生み出す上

で大切だと感じたこ

と 

② 難しかったこと、

うまくいかなかった

こと 

８  次時の見通しをも

つ。 

・本時の学びを確認し、次時の見通

しをもつことができるようにす

る。 

・数名に発表を促し、本時の学びか

ら大切だと感じたことを、全体で

共有できるようにする。 

 

 

・アイデアスケッチを進めることが

できるように参考資料や１人１台

端末を準備することを伝える。 

発文字の意味やその文字

の意味から連想するもの

を基に、主題を生み出そ

うとしているかどうかを

暫定的に評価する。授業

外で主題や構想の工夫な

どを記述したワークシー

トを、完成作品と併せて

再度見取り、必要に応じ

て修正する。【ワークシー

ト（マインドマップ）】 
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６ 本時の評価規準と判定基準 

評価規準【評価方法】 判断のポイントと指導の手立て 

発文字の意味やその

文字の意味から連想す

るものを基に、主題を

生み出そうとしてい

る 。【 ワ ー ク シ ー ト

（マインドマップ）】 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 

・文字の意味や全体のイメージを基に、主題を生み出している。 

「十分満足できる」状況(Ａ)  

・文字の意味や全体のイメージを基に、伝える相手や場面から、主

題を生み出している。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される生徒への指導の手立て等 

・文字の意味から連想するものを身近なものと関連して考えるよう

に促し、再度主題について考えることができるようにする。ま

た、統一感のある作品を具体的に示し、主題の設定につなげるこ

とができるようにする。 

態表主体的に知識を活

用しながら、発想し主

題を生み出す学習活

動に取り組もうとし

て い る 。【 活 動 の 様

子、ワークシート（マ

インドマップ）】 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)  

・表現の活動に取り組み、知識を活用しながら文字の意味やその文字

の意味から連想するものを基に、主題を生み出そうとしている。 

「十分満足できる」状況(Ａ)  

・主体的に表現の活動に取り組み、知識を活用しながら文字の意味と

分かりやすさとの調和のとれた洗練された表現を目指している。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される生徒への指導の手立て等 

・鑑賞の活動の振り返りを見直すように促し、参考作品を用いて表

現の工夫などについての意欲を高めることができるようにする。 

 

 


